
マツダ裏空管 6E5

用途繕造 同調指示管

特性概要 6E5 ぼラジオ受信機，測定7.1~等の入力信号7)

大いきを指示ナる傍熱型の向調指示管で、ありそ

ナ.との 6E5ぼ小さい入力信号にj直し℃おり

まナ.

カソード 傍黙型(オキサイド被榎 ・等電位)

10-~-電圧 6.3V 

10-~-電流 O.3A 

バルブ T-29

ベース J15-6 B 

9品 形 電極鍵続 ベース鍵続

1 10 - ~戸

2 プVート 蜘持3 グ Pッγ

4 ~-ゲ ッ ト

5 ヵy-1-. 
， 

6 10-~-

-*定権

10-~-電圧・.........一……".・ H ・..……… ・・……5.7V -6. 9V 

プ νート供給電圧…一 - … ・・・ぃ ・・ ・・ー・・・・ 最大250V

~ -ゲ ッ ト電圧・・・・ ・・・…・・・・・・・ ・・…………・・ 最大250V

Fーゲット電圧 ・・・ .......・・・・・ー ー ・・…….....一最小150V

1:-~-・1) ソ F ド聞電圧・……・…・…ぃ ・ ・-… ・ …・最大関V

一一一108一一ー



動作例

ヒ -(il-沼圧…・・・ H ・H ・...・ H ・H ・H ・...・H ・...・ H ・6.3V

プνFト. 11-グット供給電圧….....・H・...125V

プレート直ヂIJ抵抗....・H ・-…...・H ・-… ……..lMn lMn 

ターゲット電流*......・ H ・.....・ H ・....・ H ・...O.8mA 2mA 

プv-ト電流事H ・H・.....・ H ・.....・ H ・...…… O.lmA O.2mA 

グDッ V電圧

(シャ}.ウの角度がO度の時)...・H ・..…… -4.0V -7.0V 

" ，， 900 …...・H ・..………OV OV 

本 3極部グDッγ電圧がOVの時

使用法

普通は凶のような回路にて使用します.動作原理は.AVC電

圧が向調に依って負に深く偏僑せられるので.3極部のIpは

M少する Ipが波!T-;-るとR中の電圧降下が小となり 11-
ゲットとプレ F トに接続せられた制御電極との電位差が小と

なり，ヵ'./-}.から9ーゲットの蛍光国に飛び出す電子を制

御寸る力が弱まり.1&の開角が狭くなる.ゆえにAVC電圧

がパ リコシの!fiJ!nえ角に応じて問調曲線を凶くと閃織に影の関

角が変化するので逆に開角の最小点から同調曲線の山の最大

点を知るととができます.

3極部はグ Pッド電流が流れないのでAVC回路には何も

彫縛を及ぼしません. 図rt.6Z-DH3Aのカソ ー}~を接地し
てあるが抵抗を入れて備僑電圧を取っても lV位であればそ

のままでさしっかえありません.大きな係筋憶庄をとるよう

であったら 6E5のヵ'./-}+は第2検証言管のカソードに接続

しなけれほなりません.との場合は?;l-ゲァト電流の彫響も

考えて固定偏俺とする方がよい・
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